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対象企業： ＊＊＊株式会社

サンプル 地域金融機関様向け

2019/○○/○○

評価機関：△△△△



１．対象企業の概要
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会社名【商号】 株式会社△△コーポレーション/ ▲▲ CORPORATION

所在地 大阪府XXX市

代表取締役 ○○ ○○

事業内容 AAA事業
・aaaの設計・製作及び販売

BBB事業
・bbb装置の開発設計・製作及び販売
・各種自動化システムの開発設計・製作及び販売

資本金 100,000千円

売上高 802,000千円（2017年6月実績）

連結従業員数 33名

設立 平成10年12月21日

主な共同研究先及び主要顧客（公的研究機関と⺠間企業）
•国立研究開発法人○○○研究所
•公益財団法人○○センター
•国立研究開発法人○○総合研究所
•国内外主要大学

•公益財団法人○○財団
•国立研究開発法人○○○○センター

•その他、国内顧客30%、海外顧客70%

対象企業の会社概要、主要事業・製品、取引先企業等を記載します。



２．事業組織と業績 （過去複数年）
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対象企業の組織体制と過去複数年の業績（売上高、経常利益、経常利益率等）の
要点の説明とともに、分かり易く図示します。知財を生み出す研究・技術開部署等
についても説明します。

AAA事業

aaa研究開発部

bbb開発部

BBB事業

＜組織体制イメージ図＞ ＜過去5年の売上実績等のイメージ図＞
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３．対象企業のビジネスモデル、事業計画及び製品概要
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（１）ビジネスモデル
「オンリーワンの技術で広く社会に貢献する」という経営理念の
もと、失敗を恐れず、誰よりも早く挑戦し、結果を追い求め、「科学
技術、特にAAA技術とBBB技術の研究開発におけるイノベーショ

ンを生み出す製品を提案し、提供する」事業モデル。

グローバル・ニッチトップのモノづくり企業を目指し果敢な挑戦！

＝
最先端研究成果の

実用化

①aaaを中心としたAAA事業

②独自のbbb技術をもとに各ccc装置を中心としたBBB事業
特に、AAAは、生命科学、物質科学、医学等広範囲な分野で基礎研究から応用研究、さらに様々な産
業分野で広く利用されている、XYZ施設に導入実績がある。
当該aaaは、今では日本はもとより欧州、米国、アジア等世界各地のXYZ施設やabc施設の研究者
から、世界トップの高精度形状aaaとして、当該施設の高度化に必要不可欠であると高く評価され、
事業の柱へと成長。（グローバルシェア≒100％）

ヒヤリング等により収集した事実情報に基づいて、対象企業のビジネスモデルを適切
に解説するとともに、例えば中長期の事業計画又は見通し、研究開発投資の実態・計
画について記載します。

各研究機関の成果
X

△△社の技術

＜参考例＞



３．対象企業のビジネスモデル、事業計画及び製品概要
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（２）事業計画（中長期成長イメージ）

◇経営課題と戦略
①BBB事業関連への注力

・bbb新技術など

②AAA事業分野の成長速度加速
・次世代aaaの開発等

③第三の柱の発掘・育成
・AIを活用したｃｃｃ技術の新規開発

グローバル・ニッチトップのモノづくり企業を目指す
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（３）製品概要1

6

・製品名：○○

・製品情報

建材用の樹脂接着剤で、A成分とB成分を混合して、作業現場
で接着剤を作って使用するものだが、C成分を添加成分とするこ
とで、従来品よりも素早く建材を固着することができるのが特徴
である。

・価格
ｋｇ単価 △△△円

・出荷及び売上
○○ｋｇ △△△△円（平成○○年）

○○○ｋｇ △△△万円（平成aa年からの累計）

・保有知的財産権
特許権＊＊件（特許11111号、特許22222号）
特許出願＊件（特願2015-11111号）
商標権 （商標第11111号）

対象企業の主要製品の特徴や売上の概要及び当該製品に関連
する保有知的財産権を分かり易く記載します。

製品イメージを
掲載します。

①製品１



②製品２
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・製品名：○○

・製品情報

射出成形装置であって、射出ノズルに連続使用に耐える
チタン合金を使用するとともに、射出のタイミングと製品の取り
出しのタイミングを製品ごとに定められたパターンに沿って制

御することにより、生産性の向上を図っている。

・価格
単価 △△万円

・出荷及び売上
100台 ○○万円（平成○○年）
250台 ○○○万円（平成aa年からの累計）

・保有知的財産権
特許権＊件 （特許11111号、特許22222号）
特許出願＊件（特願2015-11111号）

対象企業の主要製品の特徴や売上の概要及び当該製品に関連
する保有知的財産権を分かり易く記載します。

製品イメージ
を掲載します

（３）製品概要2



４．市場規模及び動向１
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（１）業界の市場規模動向及び主要事業【売上】見通し
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対象企業***社の主要事業［製品１］

発生装置 事業【売上】見通し

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

20

30

40

億円

50

対象企業が属する業界の市場規模動向、対象企業の製品レベルの市場規模動向、対象
企業の事業見通しを分析します。

＜参考例＞

・市場規模 年間の市場全体の売上高
・市場動向 5年程度の市場規模の経年推移と特徴
・市場予測 成長規模、予測される環境変化、期待される新市場

・市場規模 ：今年度の業界市場規模 ԇ100億円/2015年
・市場動向 ：業界の市場は、38億円/2010年から299億円/2020年に拡大見通し。

発生装置市場は、業界市場のԇ１０％が見込まれ、30億円/2020年に拡大。
・市場予測 ：応用分野が＊＊＊分野他への広がりが見込まれ、400億円/2023年の規模に拡大。

10

発生装置市場



４．市場規模及び動向２
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競合他社 技術的相違 価格（***社比） シェア(%) 保有知財(件) 評価

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

振動による泡発生

ﾌｨﾙﾀｰで泡径選択

プロペラの回転による
泡発生

1.1

0.9

0.8

33

20

10

特許 10

特許 3 商標 1

特許 5

業界認知度が高いが
効率が低い

構造が簡単だが
効率がかなり低い

低価格だが
泡発生量の安定性が低い

（２）競合他社及び事業（製品）比較

競合他社としては、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社が存在し、

Ａ社は、早くから振動による発生装置の供給を始めており、認知度やシェアも高く保有特許
権も10件と比較的多い。
Ｂ社については、構造が簡単で保有特許権も3件と少ない、価格は安いが効率は低い。

Ｃ社については、装置の構造が斬新（プロペラ）であり保有特許権は現在５件ですが他に複
数の審査前又は中の出願案件があり、今後保有特許権の増加が見込まれ、更に泡発生の
安定性が向上すれば、価格が安くシェアを伸ばしていく可能性があります。

＜参考例＞

対象企業製品と競合他社製品との技術的な違い、価格、保有知的財産権、
シェアなどについて比較分析します。



５．知財への取り組み状況
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（１）知的財産への取り組み体制
①知的財産の管理体制
知財関連の組織（役割）、研究開発部門との連携、競合他社の知的財産権
の監視等についてその状況を評価します。

②知的財産関連社内規則の状況

職務発明規定、営業秘密の管理規定等の社内規則の整備状況とその問題点につ
いて評価します。

（２）知的財産の管理方針
①社内の取り扱い

発明を特許出願で保護するのか技術ノウハウとして管理するのかといった社内の
知的財産の取り扱いの方針が整理されているかを評価します。

②対外的な知的財産の対策
共同研究における知的財産権の取り扱い、競合他社に対する知的財産権
対策等がどのようになされているかを評価します。

対象企業における知的財産に関するインフラ体制を把握するため、以下に記載の項目等に
ついて状況調査し、評価を行います。



６．保有知財・技術の状況
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（１）知的財産権の状況（特許、商標、意匠、技術ノウハウ）

特許番号等 名称・技術的特徴
関連事業（製品）の
カバー範囲 権利化状況 利用状況

将来コスト
（今後5年間）

特許123456号

＜建材用混合型接着剤＞
建材を接着するための混合型接着剤であっ
て、A成分とB成分を混合する際に、C成分を
添加剤とすることで素早く接着性を発揮する
ことが特徴である。
従来のC'成分を添加剤として使用するもの
に比べて作業現場での時間を節約できる。

対象となる建材用
混合型接着剤製品
をすべてをカバーし
ている。

権利取得済
残存期間13年2カ月

自社で独占利用
15

特許100546号

＜建材用混合型接着剤＞
建材を接着するための混合型接着剤であっ
て、A成分とB成分を混合する際に、C’成分を
添加剤とするもの（従来製品）。

対象となる建材用
混合型接着剤製品
をカバーしていない。

権利取得済
残存期間8年2カ月

3年前まで自社
で独占利用した
が現在不使用

25

特願2013-223001号

＜建材用混合型接着剤＞
建材を接着するための混合型接着剤であっ
て、A成分とB成分を混合する際に、D成分を
添加剤とするもので、現行製品よりさらに作
業時間の短縮が見込まれるが、混合前に適
切に保管しないと劣化してしまう。

次期の建材用混合
型接着剤製品をカ
バーしている。

審査中 未利用
20

6

60001

＜接着剤混合容器＞
A成分とB成分と添加材のC成分とを別々に
保管する空間とし、空間の仕切壁を容器外か
ら抜き出せるように構成し、接着剤吐出口を
備えた混合容器であって、混合作業を簡便に
することができる。

対象となる建材用
混合型接着剤製品
をカバーしている。

権利取得済
有効期間5年2カ月

自社で独占利用 ０円
（年金支払済）

保有する知的財産権や技術ノウハウについて、その技術的な特徴（優位性や課題を含む）、
関連事業のカバー範囲、権利化状況、利用状況、将来コストについて評価します。

＜参考例＞



６．保有知財・技術の状況
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保有する知的財産権について、権利固有評価と事業性評価のいくつかの項目
について評価をします。評価は5段階（5（高）Ҟ1（低））になります。
高い評価の知的財産は、例えば担保としての価値を持つことができます。

＜評価参考例＞
事業性評価

番号
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化
状
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事
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技
術
の
出
現
可
能
性

侵
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応
の
容
易
さ

事
業
規
模

収
益
期
待
性

特許123456号 4 4 4 5 3 5 5 5 3 4 4 4

特許100546号 4 2 4 5 2 5 5 1 2 4 2 2

特願2013-223001号 3 5 4 5 4 4 4 2 4 4 4 4

60001 4 2 3 4 3 5 5 5 3 4 3 3

保有する知的財産権について、権利固有評価と事業性評価について評価を行い、
その結果を説明します。

（２）知的財産権の定性評価



７．保有知財の業界ポジション
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（１）業界（競合他社）の知財動向

社名 特許 実用 意匠 商標 特徴

自社 3（1） 1 0 0
建材用混合型接着剤に特化し、建材用混合型接着剤とそれを使用する容器
について特許、実用新案で保護している。
さらに、新製品開発のために、特許出願（審査中）を行っている。

××株式会社 2 0 0 1

建材用混合型接着剤である競合製品××について特許のほか商標で保護
している。
今のところ、新製品開発のための特許等の出願は認められない。

○○工務店 4（2） 0 1 0

建材に特徴を有する混合型接着剤の使用方法につて特許で保護し、建材に
ついては意匠で保護している。
特許出願中の案件も建材部分の改良を前提として混合型接着剤の使用方
法であって、自社製品そのものと直接競合するものではない。

株式会社△△ 2（2） 0 0 0

用途を限定しない混合型接着剤について特許出願がある。
特許出願中の混合型接着剤は自社製品××と同様に添加剤で接着時間を
短縮するタイプなので、競合品となる可能性がある。

()内は出願中の件数

競合他社と自社の当該事業に関連する保有知財の概要と
その特徴について分析し、比較評価して説明します。

＜参考例＞



７．保有知財の業界ポジション
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（２）業界（競合他社）のコア特許の状況

競合他社のコア特許について、技術的特徴（技術優位性と課題を含む）、関連事業
のカバー範囲、権利化状況について分析します。

＜参考例＞



７．保有知財の業界ポジション
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自社の保有特許は、事業カバー度、技術優位性で××株式会社とほぼ互角ですが、

他社牽制度、将来性で優位にあります。また、○○工務店は、基本的に競合する関係に
はなく、保有特許の他社牽制度も高くありません。

株式会社△△は、保有特許が将来自社の競合製品となり得る余地を残していますが、
当該技術分野の市場規模からみて。建材用に特化した混合型接着剤に参入する可能性
は低いと思われます。

社名
事業
カバー度

技術
優位性

他社
牽制度

将来性

自社 3.5 3.5 4 4.5

××株式会社 3 3 3 1
○○工務店 3 2 1 3
株式会社△△ 1 1 3 3

自社と他社の保有特許の特徴から、自社と他社の保有特許の強みと弱みについて、
事業カバー度、技術優位性、他社牽制度、将来性の観点から分析します。

（３）保有知財のポジション分析（競合等の分析）

＜参考例＞
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株式会社△△



８．総合評価
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（１）市場規模と成長見通し
●●●業界の市場規模が2020年に300億円（2010年比10倍）が見込まれていることに伴
い、▲▲▲発生装置の市場も2020年に21億円が見込まれております。
＊＊＊社製（評価対象）の発生装置は、発生効率が高く価格も標準的であり市場に受け入
れられる可能性は高く、市場規模や価格から大企業が参入しづらいことも予想され、ニッチ
トップが狙える可能性がありす。

（２）知的財産についての課題とご提案
▲▲▲事業に関しては、保有している特許により、2020年までは、安定した事業が見込ま

れますが、その後の代替製品の開発や応用分野の開拓が不可欠であり、併せて海外を含
めた知的財産の権利化を遂次図ることが必須です。

本評価過程で得られた知財等に関する情報を基に、製品の市場規模レベルでの競争力・成
長見通し、保有知財からみた事業（製品）の強み・弱み、知的財産や事業に関する課題と取
り組むべき方向について提言します。

＜参考例＞



８．総合評価
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（４）ＳＷＯＴ分析を踏まえた評価及びご提案
蛍光体粒子の●●●●技術に関する高い技術力や保有特許を武器に、応用製品の開
発や協業を積極的に進めると同時に、模倣品対策や他社の参入を困難にするために、応
用技術の特許に関した権利化やノウハウの蓄積を更に強化することをご提案いたします。

（３）保有知財からみた対象事業（製品）の強みと弱み（ＳＷＯＴ分析）

内
部
環
境

強み（Strength） 弱み（Weakness）

① 特許を有する蛍光体粒子の●●●●に関する高
い技術力

• 長年の技術・ノウハウの蓄積
• 蛍光体粒子の●●●●技術
• 高輝度、高耐候、高顧客満足度、低コスト

② 国内外品質保証体制の充実
• RoHS認証等、堅実、安心、高品質のイ

メージを維持

① 応用技術の不足
• 応用分野の開拓不足
• 応用技術の特許なし
• 応用技術のノウハウ蓄積不足

外
部
環
境

機会（Opportunity) 脅威（Threat）

① 提携企業との協力体制
• 共同技術/商品開発、(株) ●●●●

等 ・・・

② 防災気運の高まりで●●●●等の需要に期待

③ 応用分野での特許取得

① 許諾特許の権利満了
• 蛍光体粒子に関する実施許諾を受けている

特許８件が近日中に全て権利満了で第３者の
参入が容易になる。

② 模倣品
• 模倣品、類似品によるブランドイメージの低

下


